
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 生徒を主体的に活動に取り組ませるために、次のことは効果的であったか。 

ア 単元の終りに Show＆Tellを行うことを生徒と共有すること。 

  イ ペア活動を、相手を変えながら行わせることで、自分が伝えた内容につい

て、アドバイスをし合ったり、お互いのよいところをまねし合ったりできる

機会を数多く設定すること。 

 

② 生徒の活動を対話的にするために、次のことは効果的であったか。 

ア 生徒の「○○を表現したい／言いたい！」という思いを実現させるために、 

 教科書の表現にこだわらず、絵やキーワードを活用しながら表現させること。

イ 場面や状況を自分なりに捉えさせ、それに合わせた声量、目線、ジェスチ 

 ャー等を工夫させること。 

 

③生徒の深い学びを実現するために、次のことは効果的であったか。 

 ア 活動の具体的な評価基準を設定することで、生徒が英語で伝え合う活動の方 

  向性を示したこと。 

 イ 「困り感や気づき」を大切にするため、教師の説明等は必要最小限に抑え、 

  絵やキーワードなどの Language Supportを活用させつつ、既習の英語を使っ 

  て、自己表現させるようにすること。 
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